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広報

　8月26日（日）、町内全域のごみを一掃しようと、井手町美化運動2012（井手町美しい町づ
くり推進協議会主催＝会長　森田正弘区長会長）が行われ、汐見町長をはじめ、町内12区、商
工会、各種団体らが参加しました。
　参加者らは、道端や草むらに捨てられている空き缶やたばこの吸い殻などのゴミを拾い集め
ていました。
　この日収集されたゴミは、燃やすゴミが計1,220キログラム、その他ゴミが計860キログラ
ムありました。
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H24-9 広報いで ２

　
７
月
　
日
（
金
）、
山
城
地
方
中

２７

学
校
夏
季
体
育
大
会
で
好
成
績
を

お
さ
め
、
府
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
た
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
と
男
子

柔
道
部
が
役
場
を
訪
れ
、
汐
見
町

長
に
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し

た
。
　
山
城
大
会
で
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
優
勝
を
飾
り
、
大
会

４
連
覇
を
成
し
遂
げ
府
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
男
子
柔
道
部

は
、
同
校
に
記
録
が
残
る
昭
和
　４０

年
代
以
降
で
初
と
な
る
優
勝
を
勝

ち
取
り
府
大
会
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
　
チ
ー
ム
を
代
表
し
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
の
山
本
桐
圭

さ
ん
が
「
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

精
一
杯
頑
張
っ
て
き
ま
す
。」
と
、

男
子
柔
道
部
主
将
の
髙
岡
隆
人
君

が
「
府
大
会
で
は
目
の
前
の
敵
に

集
中
し
優
勝
目
指
し
頑
張
り
ま

す
。」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
話
し
、

汐
見
町
長
は
「
雰
囲
気
に
飲
ま
れ

ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
選
手

を
激
励
し
ま
し
た
。

女子バスケットボール部と
男子柔道部の選手の皆さん

　
７
月
　
日
（
金
）、
井
手
小
学
校

２７

で
夏
の
地
域
学
校
が
開
か
れ
各
校

の
児
童
や
生
徒
を
は
じ
め
、
養
護

学
校
に
通
う
生
徒
、
教
職
員
や
民

生
児
童
委
員
ら
約
１
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
夏
の
地
域
学
校
は
井
手
町
障
害

児
（
者
）
保
護
者
の
会
と
井
手
町

　
７
月
　
日（
木
）、「
京
都
府
女
性

２６

の
船
」
に
参
加
し
た
木
村
須
美
子

さ
ん
と
栗
田
仁
保
子
さ
ん
が
教
育

委
員
会
を
訪
れ
、
松
田
定
教
育
長

に
研
修
の
成
果
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

　「
京
都
府
女
性
の
船
」
は
、
女
性

が
職
場
や
地
域
で
さ
ら
に
活
躍
す

る
た
め
に
、
家
庭
や
職
場
、
地
域

の
課
題
に
つ
い
て
共
に
学
び
、
仲

間
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
研
修
で

す
。
今
回
は
６
月
　
日
（
金
）
か

１５

ら
　
日
（
月
）
に
か
け
て
、
北
海

１８
道
江
別
市
を
訪
れ
現
地
で
活
躍
す

る
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
、「
交
流
を
通
じ
良

い
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。」
と
話
し
、
栗
田
さ
ん
は
「
年

齢
差
が
あ
る
方
と
も
交
流
し
貴
重

な
体
験
で
し
た
。」と
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
（
水
）
に
は
、
株
式

会
社
ミ
ツ
ワ
製
作
所
玉
水
事
業
所

で
、
工
作
教
室
が
開
催
さ
れ
　
名
２１

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
社
の
協
力
で
初
め
て
実
現
し

た
企
画
で
、
子
ど
も
た
ち
は
社
員

か
ら
作
業
の
手
順
を
説
明
し
て
も

ら
い
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
飛
行
機

や
恐
竜
骨
格
の
模
型
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
７
月
　
日
（
水
）、
多
賀
小
学
校

２５

で
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
（
森
田
正
弘

委
員
長
）
の
陶
器
の
絵
付
け
教
室

が
行
わ
れ
、　
名
が
参
加
し
ま
し

２２

た
。
　
子
ど
も
た
ち
は
、
陶
芸
家
の
八

木
海
峰
先
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
教
わ
り
な
が
ら
様
々
な
色
で
思

い
思
い
の
絵
を
描
い
て
い
ま
し

た
。
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
は
運
営
委

員
会
が
中
心
と
な
り
、
様
々
な
体

験
や
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
で
　
　

　
　
様
々
な
活
動
を
体
験

工作教室で保護者と一緒に
模型を組み立てる子どもたち

「
女
性
の
船
」参
加
の
　
　

　
　
　
２
名
が
成
果
報
告

夏
の
地
域
学
校

台車遊びに夢中になる子どもたち

絵付け教室で楽しみながら
作業をする子どもたち

　
８
月
１
日（
水
）か
ら
　
日（
金
）

１０

に
か
け
て
、
井
手
町
図
書
館
で
戦

争
の
記
憶
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
今
回
公
開
さ
れ
た
の
は
、
太
平

洋
戦
争
に
出
征
さ
れ
た
、
当
時
の

井
手
国
民
学
校
（
現
在
の
井
手
小

学
校
）
の
教
師
だ
っ
た
笹
井
一
雄

さ
ん
の
遺
品
で
、
当
時
の
同
僚
教

員
や
男
子
児
童
か
ら
の
署
名
が
寄

せ
ら
れ
た
日
章
旗
や
女
子
児
童
か

ら
の
千
人
針
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

戦
争
の
記
憶
展
開
催

府
大
会
出
場
を
報
告

就
学
指
導
委
員
会
（
会
長
＝
北
澤

義
之
泉
ヶ
丘
中
学
校
校
長
）
が
主

催
し
て
お
り
、
特
別
支
援
学
級
や

養
護
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
と

小
中
学
生
が
ゲ
ー
ム
や
台
車
遊

び
、
プ
ー
ル
遊
び
を
通
じ
交
流
を

深
め
ま
し
た
。



H24-9広報いで１１３

　
８
月
　
日
（
木
）、
万
灯
呂
山
展

１６

望
台
で
万
灯
呂
山
の
歴
史
を
守
る

会
（
川
野
博
司
代
表
）
が
恒
例
の

電
球
大
文
字
の
点
灯
を
行
い
ま
し

た
。
　
大
文
字
点
灯
は
平
成
６
年
か
ら

行
わ
れ
て
お
り
、
環
境
に
や
さ
し

い
省
エ
ネ
の
丸
型
電
球
に
変
更
す

る
な
ど
工
夫
を
重
ね
て
毎
年
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
大
」
の
文
字

は
約
　
個
の
電
球
を
使
っ
て
表
現

６０

さ
れ
、
大
き
さ
は
横
幅
約
　
メ
ー

１５

ト
ル
、
縦
幅
約
　
メ
ー
ト
ル
で

１８

す
。
　
展
望
台
で
は
、
竹
灯
篭
も
飾
ら

れ
見
物
客
を
出
迎
え
ま
し
た
。
大

文
字
点
灯
は
、
五
山
の
送
り
火
と

同
じ
時
間
に
行
わ
れ
、
午
後
８
時

か
ら
１
時
間
に
わ
た
り
夜
空
に

「
大
」の
字
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

は
、
車
椅
子
介
助
や
シ
ー
ツ
交
換

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
い
で
の
里

の
皆
さ
ん
と
世
代
間
交
流
を
し
ま

し
た
。

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
日
頃

で
き
な
い
体
験
を
通
し
て
社
会
福

祉
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

園児と一緒に食べている様子
（いづみ保育園）

公開された笹井一雄さんの遺品

万
灯
呂
山
で
大
文
字
点
灯

の
品
は
昭
和
　
年
の
出
征
の
際
に

１７

贈
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
遺
族
か
ら
平
成
７
年
に
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
当

時
を
知
る
職
員
も
お
ら
ず
、
遺
族

も
他
界
さ
れ
て
い
る
た
め
図
書
館

で
は
、
詳
し
い
経
緯
を
ご
存
知
の

方
を
探
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で
。

　
８
月
８
日
（
水
）、
玉
川
保
育
園

で
小
川
俊
雄
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

平
和
学
習
が
行
わ
れ
、
５
歳
児
　２２

名
が
小
川
さ
ん
の
戦
争
体
験
を
聞

き
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
、
戦
争
が
い
つ
か

ら
な
ぜ
始
ま
っ
た
か
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
、
特
攻
隊
の
出
撃
基
地

と
な
っ
た
鹿
児
島
県
鹿
屋
航
空
基

地
に
少
年
兵
と
し
て
配
属
さ
れ
、

出
撃
す
る
隊
員
た
ち
を
見
送
っ
た

体
験
な
ど
を
園
児
に
話
し
ま
し

た
。
　
小
川
さ
ん
は
、「
命
は
た
っ
た
一

つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
は
そ

の
命
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
幸

せ
な
今
の
時
間
を
大
切
に
し
て
、

皆
は
け
ん
か
や
い
じ
め
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。」と
園
児
に
訴
え
ま

し
た
。

玉
川
保
育
園
で
平
和
学
習

小川さんの話を熱心に聞く園児

　
８
月
８
日（
水
）か
ら
　
日（
金
）

１０

に
か
け
て
の
３
日
間
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
の
生
徒
　
名
が
社
会
福
祉
体

３１

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
、
町
内
の
保

育
園
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い

で
の
里
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
の

日
常
業
務
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。
　
保
育
園
で
は
、
園
児
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
プ
ー
ル
遊
び
や
給
食
支

援
を
行
い
、
い
で
の
里
に
お
い
て

泉
ヶ
丘
中
学
校

　
　
　
社
会
福
祉
体
験

園児と一緒に遊ぶ泉ヶ丘中学校生徒
（多賀保育園）

約６０個の電球を利用した大文字

～消費者の味方、クーリング制度を活用しましょう～
知っていますか？クーリングオフ

　特定商取引法やその他の法律に定められた消費者を守る特別な制度です。クーリングオフは消費者が訪問販
売などの不意打ち的な取り引きで契約したり、マルチ商法などの複雑でリスクが高い取引で契約したりした場
合に、一定期間であれば無条件で、一方的に契約を解除できる制度です。
　
※お問い合わせは、消費生活センター 京都府山城広域振興局　商工労働観光室　（℡21-2426）まで



Ｈ２４-９ 広報いで ４

▼

7月21日（土）、みどり農園でＩＤＥゆうゆうスポー
ツクラブ（村田忠文運営委員長）が企画した「ＩＤＥゆ
うゆうアドベンチャー！」が開かれ小学生約60名が参加
しました。
　町の自然を再発見してもらおうと開催されたもので、
立命館宇治高校の生徒もボランティアとして参加し、小
学生と一緒に牛乳パックを使ったブーメラン作りや流し
そうめんを楽しみました。

　　 ▼

　8月14日（火）、2つの全国柔道大会に出場することに
なった多賀小学校5年生の八木力斗君が、役場を訪れ汐
見町長に大会出場を報告しました。
　八木君は、それぞれの予選大会で優勝を飾り第9回全
国学年別小学生柔道大会と第21回日整全国少年柔道大会
の出場を勝ち取りました。汐見町長に「優勝目指し頑張
ります。」と全国大会への抱負を話していました。

　　
　8月１日（水）、多賀小学校で、8月8日（水）、井手小学校でそれぞれ木工教室が行われました。
　木工教室は、豊かな緑と清流を守る協議会（中坊睦会長）が、創作の楽しさや木のぬくもりを実感してもらおう
と、3年生以上の児童を対象に毎年開いています。児童は協議会メンバーに作業の手順を教わりながらイスを製作
しました。ノコギリの扱いに戸惑う児童もいましたが、保護者や協議会メンバーに教わりながら一生懸命作業して
いました。　　　
　▼（左が多賀小学校、右が井手小学校）

▼

　7月30日（月）、玉川保育園5歳児20名と多賀保
育園5歳児15名が、ブルーベリーの収穫体験を行
いました。ブルーベリー畑は、ＮＰＯ法人ナチュ
ラル（木田重治代表）が多賀安堵山の竹林を整備
したもので、約250本の木が植えられています。
　園児は、熟した実の見分けかたや取り方をナチ
ュラルメンバーから教わり、紫色に染まった大き
な実を見つけると、一粒ずつ取りながら手にした
コップをいっぱいにしていました。



Ｈ２４-９広報いで１１５
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▼

8月2日（木）、井手町ふるさとガイドボランティアの会
（宮本敏雪代表）が町内2ヶ所に観光案内板を設置しました。
　同会がこれまでに設置した看板が老朽化したことに伴い、
取り替えたもので山城多賀駅東口と府道和束井手線沿いに
まちづくりセンター椿坂への案内板を設置しました。今後
は、井堤寺跡や良弁の滝周辺の2ヶ所にも同様の看板設置を
予定しています。

　　 ▼

　8月１日（水）、早朝よりＪＲ玉水駅・山城多賀駅で
人権啓発の街頭活動が行われました。
　当日は、中谷副町長、人権擁護委員、町商工会、部落
解放同盟井手支部、町社会福祉協議会、町勤労者協議
会、京都やましろ農協井手町支店をはじめ、各種団体の
役員の皆さん約30名が参加し、啓発文の書かれた、啓発
グッズの付せんを配り、通勤・通学等の方々に人権の大
切さを訴えていました。

▼

　8月7日（火）、玉川保育園でしんこだんご作り
体験が行われ5歳児21名が参加しました。
　しんこだんごとは、地蔵盆などの際に、米粉で動
物や野菜の形に作られていたお供え物のだんごで
す。小町会代表の阿辻好子さんを講師に迎え行わ
れたもので、子どもたちは、用意された材料から赤
や黒色など様々な色、形のだんごを作りました。

▼

8月9日（木）、いづみ児童館でスイカ割りが行われ、
小学生、いづみ保育園園児、玉川保育園園児、福祉体験
中の泉ヶ丘中学生、ボランティア体験をしていた南京都
高校生など約130名が参加しました。
　参加した子どもたちは、スイカ割りをする友達に一生
懸命声援を送り会場は笑い声にあふれていました。

40歳～74歳の国保加入者の皆さんへ
特定健診を受けておられない方はお急ぎください！！

 　井手町の国民健康保険に加入されている40歳～74歳の方を対象に６月末に特定健康診査の受診券を送
付しております。いつまでも健康な生活を送るために、健診を受けましょう。

＜受診対象＞　平成25年3月31日時点で40歳～74歳の国民健康保険加入者
＜実施期間＞　7月2日(月)～10月31日(水)
＜健診費用＞　1,000円
　　　　　　　（住民税非課税世帯の方は無料となります。保健センターまで申し込みしてください。）
＜検査項目＞　身体測定、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図、診察など
＜実施医療機関＞　綴喜管内協力医療機関・木津川市　岡田医院
＊国民健康保険以外の方は加入されている医療保険者(会社など)にお問い合わせください。
＊お問い合わせは、保健センター（℡82－3385）または、保健医療課（℡82－6166）まで　
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親子の広場
「バスでお出かけ（花見山公園）」

【予約制】
（午前10時～正午）

さんさん会
前向き子育てプログラム②
【予約制・対象 ２歳児以上】
（午前9時半～１１時半）

＊hughug＊
（ベビーマッサージ）休日

29282726252423

竹の子ひろばさんさん会
前向き子育てプログラム③
【予約制・対象 ２歳児以上】
（午前9時半～１１時半）

リフレッシュ講座
「ストレッチ・骨盤体操」

【予約制】
（午前10時半～正午）

おでかけ広場
（午前１０時～正午、
西部公民館）

65432１０/130

ぴよぴよちゃん広場
「助産師とのなんでも相談会」

【予約制】
（午前10時～正午）

さんさん会

前向き子育てプログラム④
【予約制・対象 ２歳児以上】
（午前9時半～１１時半）
いづみ保育園園庭開放

（午前10時半～１１時半）

＊hughug＊
（ベビーマッサージ）

13121110987
休日

子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　　　　　　代表：原田  （携帯電話　０８０－１４４９－１１０４）
カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：平間  （携帯電話　０９０－５３６７－０３９７）
竹の子ひろば：毎週木曜日　午前１０時半～正午【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：平間　（携帯電話　０９０－５６６６－０７０１）
＊hughug＊（ベビーマッサージサークル）午前１０時半～正午【0歳～1歳位の親子】
　　　　　　　代表：丸山　（携帯電話　０８０－３７６２－５８７１）
★初めての方は、代表までご連絡ください

各広場の対象者　場所：子育て支援センター
＊ とことこちゃん広場 ：1歳半～就学前の親子

＊ よちよちちゃん広場 ：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ ぴよぴよちゃん広場 ：妊婦～6ヶ月位の親子

＊ お で か け 広 場 ：妊婦～就学前の親子

※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします
★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 

★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　

　　　　　　　　　　 土曜日　  午前８時半～正午の必要時間 

※お問い合わせは、子育て支援センター（℡82-2232）まで

　地震に強いまちづくりを推進するために次のすべてに

該当する場合は、木造住宅の耐震改修に要する費用の一

部を補助します。

①昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅であること。

②床面積の2分の１以上を住宅の用途として使用してい

　ること。

③建築士または、本町木造住宅耐震診断士による耐震診

　断の結果にて、1.0未満の評点を1.0以上に向上させる

　こと。

④補助を受けようとする者に町税等の滞納がないこと。

＜補助金額＞耐震改修に要する費用の４分の３

　　　　　　（上限は90万円）

＜募集戸数＞１戸（先着順）

＜申込期限＞平成24年12月28日（金）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

木造住宅耐震改修の補助のご案木造住宅耐震改修の補助のご案内内

　木造住宅の耐震診断を希望される方で次のすべ
てに該当する場合は、耐震診断士を派遣します。
（有料）

①昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅で　

　あること。

②床面積の2分の1以上を住宅の用途として使用し

　ていること。

③簡易耐震診断の結果が9点以下の評点であること。

＜募集戸数＞９戸（先着順）

＜必要な費用＞3,000円

　　　　　　　（一戸あたりの自己負担額）

＜申込期間＞平成25年1月31日（木）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

井手町木造住宅耐震診断井手町木造住宅耐震診断士士
派派遣遣事業のご案事業のご案内内

子育て支援センターからのお知らせ
★子育て支援センターは、玉川保育園にあります。　【ＴＥＬ・ＦＡＸ：82－2232】

★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

★利用時間：月曜日～金曜日　午前9時半～午後4時　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

9・10月の事業　（場所の記載がない事業は子育て支援センターで行います）
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第３１回全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

　このコンテストは、毎年法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会が、次代を担
う中学生に自分の身近にある人権についての思いを作文に書いてもらうことによって、
人権尊重の大切さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけて
もらうことを目的に開催されています。
　作品から伝わってくる中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。

文部科学大臣奨励賞作品
「温かさを分け合って」
福島県・南相馬市立原町第二中学校３年

宮原 理為智

　「みっちー」。それが、新しい学校での僕のニックネー
ムとなった。四か月足らずの生活だったが、僕に色々な
ことを教えてくれた大切な日々だった。
　あの三月十一日の大震災は、僕達の生活を一変させ
た。南相馬市は原発の影響で屋内退避となり、生活面や
健康面など様々なことを心配した両親は、祖父母と僕達
兄弟を連れて埼玉の伯父の家に一時的に避難すること
にした。伯父の家に着いても、両親は仕事があるため、
早々に南相馬市に帰り、祖父母と僕達兄弟だけが埼玉に
残ることになった。いつまで続くかわからない避難生
活、両親の不在、そしてあまりにも急な転校の話に僕は
とまどい、とても不安だった。いつもは強気な小学生の
弟も、心細そうに僕にくっついていることが増えた。初
めて過ごす伯父の家、初めての町、慣れないことばかり
の生活が始まった。
　そして、転校初日。これからの学生生活がどうなるの
か不安に思っていた僕にとって、「みっちー」というニッ
クネームは思いがけないものだった。初めてなのに、親
しく声をかけ、色々と教えてくれる級友に僕はとても安
心した。埼玉の学校でもがんばろう、という気持ちがわ
いてきた。
　そんなある日、僕は新聞を見て驚いた。福島から来た
小学生が、転校先で「放射能がうつる」と言われたとい
うのだ。さらに，病院で診察を断られる、レストランの
入店を拒否される、スクリーニング検査を受けた証明が
ないと入れない施設がある、いわきナンバーの車がパン
クさせられるなど、放射能による差別があちこちで報道
されるようになった。同じ福島県内ですら、浜通りから
来た人に対して「放射能が来た」と言ったという話を聞
いた時は、耳を疑った。
　どうして、こんな差別をする人達がいるのだろう。放
射能差別とでもいうべきニュースを見るたびに、僕は怒
りと共にとても悲しい気持ちになった。それを両親に
話すと、「四月に入ってからは、食料やガソリンなどを積
んだトラックが仙台まではよく来るようになったよ。
でも、『放射性物質で汚染されるから、南相馬市まで運び
たくない』と言っている人もいるね。何とかお願いして
相馬市まで運んでくれても，そこから先は危険だから行
きたくないという人は、やっぱりいるんだよ。目に見え
ないから心配なんだね。」と話してくれた。食料がなけ

れば店も開かず、食べるものが手に入らない。軽油がな
ければ津波で転がっているがれきをどかす重機も使え
ない。地震や津波の被害をまぬがれ、町を何とかしよう
と思っている人達はたくさんいたが、生活することが難
しくなり町を離れる人は後をたたなかったそうだ。ま
た、警戒区域では行方不明の家族すら探せない、遺体が
見つかっても放射性物質などの関係で家族ですらさわ
ることができなかったという。それがどれほどつらい
ことか、僕には想像もつかない。八月が終わろうとする
今も、田んぼには漁船が転がり、がれきは集められたも
のの、あちこちに積み上げられたままだ。当たり前と思
っていた景色も生活も、すっかり変わってしまった。
　僕は、これまで人権についてあまり考えたことがなか
った。しかし、震災後の生活を振り返って、当たり前と
思っていた生活がどれほど大切なものなのか、僕達を守
ってくれていたものがどれほどたくさんあったのかに
気づかされた。家族と一緒に暮らすこと。学校に行っ
て勉強したり、校庭で思い切り体を動かしたりするこ
と。公園の芝生の上に寝転がること。原発の事故で差
別されないこと。震災という出来事が、これほどたくさ
んの「人権」に関わってくるようになるとは思いもしな
かった。
　千年に一度の津波。起こることを想定していなかっ
た原発問題。自然の驚異や科学技術の進歩によって、こ
れから先も色々なことが起こるだろう。困っている人、
大変な思いをする人がたくさん出る中で、全ての人権を
守るのは、とても難しいことが今回の震災でわかった。
しかし、だからこそ、放射能差別や風評被害など人を傷
つけるような問題は起こってほしくないと思う。震災
以降差別に関する残念なニュースは多かったが、それ以
上に心が温かくなる話の方が多かった。大変な時だか
らこそ、助け合うことが大切であることを僕はこの震災
を通して学んだ。たくさんの人に支えられて、僕達は生
きている。そのことを忘れなければ、人を傷つける言葉
や相手を考えない言動をとることはないと思う。
　「みっちー」と温かく迎えてくれた埼玉の友人達、不安
をなくすために温かい言葉をかけてくれた先生方を僕
は絶対忘れない。そして、大変な中でも普通の生活に戻
そうと工夫してきた原町二中のみんなや先生方の強さ
も。僕もその温かさを他の人に分けられる人間になり
たいし、どんなことがあっても強く生きていく心を持て
る人になろうと強く思う。
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対
象

と
な
る
世
帯
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
第
　
回
町
民
体
育
大
会
】

４１
日
時
／
９
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

３０

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）

１２

２６

　
　
　
　
月
　
日
（
水
）

１０

１０

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
９
月
９
日
～
９
月
　
日
は
救
急
医
療
週

１５

間
で
す
。

　
毎
年
、
全
国
で
救
急
医
療
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
人
を
、
家
族
を
、
命
を
守
る
た

め
、
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
　
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１０

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
 ／
　
月
６
日
（
土
）
午
後
５
時
ま
で

１０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

法
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
　

お
知
ら
せ

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）

は
、
法
務
省
・
文
科
省
・
弁
護
士
会
等
の
共

催
の
も
と
、
法
教
育
（
み
ん
な
で
考
え
生
き

る
力
を
育
て
る
教
育
）
の
一
層
の
普
及
・
発

展
の
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
法
教
育
の
有
用

性
や
法
教
育
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
の

情
報
共
有
・
意
見
交
換
等
を
行
う
ほ
か
、
紫

竹
小
学
校
、
京
都
御
池
中
学
校
、
嵯
峨
野
高

校
に
お
け
る
法
教
育
実
践
報
告
も
企
画
し

て
お
り
ま
す
。

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）

１０

１４

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
半
（
予
定
）

　
　
　［
開
場
は
午
後
　
時
半
　
参
加
無
料
］

１２

場
所
／
龍
谷
大
学
ア
バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル

（
京
都
市
南
区
東
九
条
西
山
王
町
　
ア
バ
ン

31

テ
ィ
９
階
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
京
都
新
聞
Ｃ
Ｏ
Ｍ（
℡

０
７
５
‐
２
４
１
‐
６
１
７
８
）
法
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
係
ま
で
　

文
化
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
駒
と
め
て
　
な
ほ
水
か
は
む
　
山
吹
の

　
花
の
露
そ
ふ
　
ゐ
で
の
玉
川

　
　
　
　（
新
古
今
和
歌
集
　
藤
原
俊
成
）

　
日
本
六
玉
川
の
１
つ
「
井
手
の
玉
川
」

と
そ
の
玉
川
沿
い
に
咲
き
誇
る
「
山
吹
」

を
世
に
広
め
た
歌
で
す
。

　
井
手
町
文
化
協
会
で
は
、
こ
の
度
こ
の

歌
を
詠
ん
だ
藤
原
俊
成
に
つ
な
が
る
冷
泉

家
の
方
を
講
師
に
迎
え
、
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
歌
の
世
界
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ

る
「
井
手
の
玉
川
」
と
「
山
吹
」、
そ
し
て

「
か
わ
づ
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　
９
月
は
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
４
期
納
期
限
で
す
（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室
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 【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）

１４

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

対
象
／
Ｈ
　
・
１
・
２
か
ら
Ｈ
　
・
４
・

２１

２１

　
生
ま
れ

２６場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
　
月
１
日
（
月
）

１０

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

対
象
／
Ｈ
　
・
５
・
７
か
ら
Ｈ
　
・
７
・

２４

２４

１
生
ま
れ

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２ 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２４

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２４

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉

泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
井
手
玉
川
大
学
（
第
２
回
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
木
）

２０

          午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
第
３

回
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）

２６

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
９
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１３

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
敬
老
祝
賀
式
】

日
時
／
　
月
５
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～

１０

１０

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

日
時
／
　
月
９
日
（
火
）

１０

　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

《
料
理
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）

１０

１０

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

《
人
権
学
習
（
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
）》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）

２８

　
　
　
午
前
　
時
半
～
正
午

１１

　
　
　
午
後
３
時
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
社
会
見
学
》

日
時
／
　
月
２
日
（
火
）

１０

　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
６
時
半

場
所
／
舞
鶴
引
揚
記
念
館
他

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
木
）

２７

　
　
　
午
後
　
時
～
　
時
半

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
な
ご
み
小

箱
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１９

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の

６５

あ
る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

２０

ン
タ
ー
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

　
　
　
　
　
９
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

各

種

相

談

子

育

て

健

康

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）

１２

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）

１２

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）

２６

受
付
／
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１１

２５

　
　
　
　
月
９
日
（
火
）

１０

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１１

２５

　
　
　
　
月
９
日
（
火
）

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課（
℡
　８２

‐
６
１
６
５
）
ま
で



Ｈ２４-９ 広報いで１０

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
９
月

一
般
書

「
ひ
っ
」　
　
　
　
　
　
　
戌
井
 昭
人

「
虚
像
の
道
化
師
」　
　
　
東
野
 圭
吾

「
神
様
の
カ
ル
テ
　
３
」　
夏
川
 草
介

「
４
４
２
部
隊
の
真
実
　
ア
メ
リ
カ
陸

軍
史
上
、
最
も
勇
敢
だ
っ
た
日
系
人
部

隊
の
魂
の
物
語
」　
　
　
　
武
知
 鎮
典

「
日
ソ
国
交
回
復
秘
録
　
北
方
領
土
交

渉
の
真
実
」　
　
　
　
　
　
松
本
 俊
一

「「
経
済
効
果
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
　

阪
神
、
吉
本
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
９
月
・
　
月
の
休
館
日

１０

９
月
３
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１８

２４

２７

　
月
１
・
９
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１５

２２

２５

２９

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

ら
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
ま
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   宮
本
 勝
浩

「
煮
物
炊
合
せ
便
利
帳
」　
 　
中
西
 彬

児
童
書

「
よ
う
か
い
ガ
マ
と
の
　
ゲ
ッ
コ
ウ
の

怪
談
」     　
　
   よ
し
な
が
 こ
う
た
く

「
ぶ
た
の
ぶ
た
じ
ろ
う
さ
ん
　
　
　
１０

ぶ
た
の
ぶ
た
じ
ろ
う
さ
ん
は
、
ふ
し
ぎ

な
ち
ず
を
ひ
ろ
い
ま
し
た
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
   内
田
 麟
太
郎

「
や
な
せ
た
か
し
の
メ
ル
ヘ
ン
絵
本
　

３
 」                       や
な
せ
 た
か
し

「
保
健
室
の
日
曜
日
」　
   村
上
 し
い
こ

「
青
い
鳥
文
庫
が
で
き
る
ま
で
」　
　
　

　
　
                           岩
貞
 る
み
こ

９
月
・
　
月
の
図
書
館
行
事

１０

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
か
ら

１０

１３

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

９
月
　
日
（
土
）
～
９
月
　
日
（
日
）

２２

３０

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

鍵のない夢を見る
辻村 深月
町の中に、家の中に、犯罪の種は
眠っている…。普通の町に生き
るありふれた人々にふと魔が差
す瞬間、転がり落ちる奈落を見
事にとらえ、現代の地方の姿を
鋭く衝く全５編を収録。『オール
讀物』ほか掲載作を単行本化。

京都で楽しむ子どもと行きた
い遊び場＆レストラン
子どもと一緒にお出かけした
い京都の遊び場やスポット、
お店、レストランを幅広く紹
介。アミューズメント情報の
ほか、知って得する情報や急
に病気になってしまった場合
などの問合せ先も掲載する。
データ：２０１２年７月現在。

つやっつやなす
いさわ ゆうこ
あつい夏。わさわさ葉っぱの
間から、つやっつやのなす生
まれるよ。長い「おおながな
す」、まんまるな「まるなす」、
おおきいのやらちいさいのや
ら、いろんななすが登場。お
いしい野菜の絵本。

ひとりって、こわい！
石崎 洋司
その“こわい！”は、あなた
のまわりで待ちうけている。
あなたが“ひとり”になる瞬
間を…。「箱」「妹」「ともだち」
「かくれんぼ」など、人気の児
童小説作家５人によるホラー
小説を収録する。

Ｑ
、
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
と
は
、「
年
金
確
保
支
援
法
」

に
よ
っ
て
、
２
年
を
経
過
し
て
納
付
で
き
な
く
な
っ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
保
険
料
の
後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
付
で
き
る
保
険
料

は
、
過
去
　
年
以
内
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
国
民
年
金
の
保
険

10

料
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
前
ま
で
し
か
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
後
納
制
度
に
よ
っ

て
、
こ
の
２
年
を
超
え
　
年
前
ま
で
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料

10

を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
納
制
度
の
利
用
期
間
は
、
３
年
間
の
時
限
措
置
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
　
年
　
月
か
ら
平
成
　
年
９
月
ま
で
と
な
り

24

10

27

ま
す
。

　
ま
た
、
後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
人
は
、
次
の
よ
う
な
人
た

ち
で
す
。

・
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
で
、
過
去
　
年
以
内
に
納
め
忘
れ

20

60

10

の
期
間
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人
。

・
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
で
、
過
去
　
年
以
内
に
納
め
忘
れ

60

65

10

の
期
間
や
未
加
入
期
間
、
さ
ら
に
は
任
意
加
入
期
間
中
に
納

め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
人
。

・
　
歳
以
上
の
人
で
、
年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
、
任
意
加

65
入
を
し
て
い
る
人
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
後
納
制
度
は
、
現
在
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
保
険
料（
後
納

保
険
料
）
の
額
は
、
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
の

保
険
料
額
に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
納
で
き
る
保
険
料
に
は
、
順
序
が
あ
り
、
過
去
　10

年
前
ま
で
の
保
険
料
の
う
ち
最
も
古
い
分
の
保
険
料
か
ら
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
過
去
　
年
間
に
国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方
の
中
で
、

10

将
来
の
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
や
、
受
給
権
の
確
保
を
し

た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
　てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫
　・ 洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パック・雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
９月１８日

１０月２日
１０月４日９月２７日９月１３日９月２０日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
９月１１日
９月２５日
１０月９日

１０月５日９月２７日９月１４日９月２１日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
９月１２日
９月２６日

１０月４日９月２０日９月１３日９月２７日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
９月１９日
１０月３日

１０月４日９月２０日９月１３日９月２７日火・金曜日多 賀 全 区

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨９月１２日
１０月４日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩９月１３日
１０月５日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪９月１４日
１０月９日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫９月１８日
１０月１０日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬９月１９日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭９月２０日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮９月２１日

ごみ収集日程表（9月11日～ 10月10日）

第
　
回
環
境
ま
つ
り
フ
リ
ー
　
　

２４
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
　
　
　

　
家
庭
内
の
不
用
品
の
再
利
用
を
促
進

し
、
ご
み
減
量
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）（
雨
天
中
止
）

１０

２８

販
売
時
間
／
午
前
　
時
～
午
後
３
時
ま
で

１０

会
場
／
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
・

敷
地
内
（
八
幡
市
八
幡
焼
木
１
番
地
）

対
象
／
管
内
に
お
住
ま
い
の
方

出
店
料
／
１
，
０
０
０
円（
１
区
画
３
ｍ×

 

３
ｍ
）

募
集
数
／
　
店
50

応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・

出
店
さ
れ
る
品
物
を
明
記
し
、
９
月
　
日
２４

（
月
）
ま
で
に
（
必
着
）
次
の
あ
て
先
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
／
〒
６
１
４
‐
８
５
１
１
　
八
幡
市

八
幡
沢
１
番
地
　
城
南
衛
生
管
理
組
合
広

報
情
報
課
『
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
応
募
係
』

〈
注
意
事
項
〉

※
１
家
族
ま
た
は
、
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き

１
枚
の
応
募
に
限
り
ま
す
。（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

※
出
品
は
家
庭
内
の
不
用
品
に
限
り
ま
す
。

※
営
業
を
目
的
と
し
た
販
売
業
者
お
よ
び

こ
れ
に
類
す
る
方
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

※
生
き
物
や
食
べ
物
、
電
化
製
品
は
販
売

で
き
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
城
南
衛
生
管
理
組

合
広
報
情
報
課
（
℡
０
７
５
‐
６
３
１
‐

０
８
２
５
）
ま
で



こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

火9/11

育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水12

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木13
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金14

泉ヶ丘中学校体育大会（午前９時半～、泉ヶ丘中学校）
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土15

文化講演会（午後１時半～、自然休養村管理センターホール）日16
敬老の日月17

火18

生き生きふれあいサロン【なごみ小箱】（午後１時半～、玉泉苑）水19
井手玉川大学【第２回】（午後１時半～３時、自然休養村管理センターホ
ール）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

木20

３９歳以下の女性の健診（完全予約制、保健センター）
健美操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）金21
秋分の日
多賀小学校運動会（午前９時～、多賀小学校）土22

井手小学校運動会（午前９時～、井手小学校）日23
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀
泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
健美操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

月24

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）火25
発達相談（完全予約制、ご希望の方は保健センターにお問い
合わせください、保健センター）
朗読ボランティア養成講座【第3回】（午後１時半～３時半、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水26

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）木27
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流セン
ター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金28

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土29
第４１回町民体育大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日30
無火災デー防火パレード
乳児健診・ＢＣＧ（午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉
泉苑）

月10/1

いづみふれあい学級【第３回】社会見学（午前８時～午後６時半、舞鶴引
揚記念館他）火2
パソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流
センター)水3

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木4
敬老祝賀式（午前１０時半～、山城勤労者福祉会館）金5
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土6

日7
体育の日月8
パワーヨガ教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）

火9

育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
パソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流
センター)

水10

出張徴収
【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 9月11日～ 10月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収
【北・南】

届出人赤ちゃん住所

幸 一 郎 旭 
あさひ

坂 井井手

宏 幸 莉  煌 
り お

森 島井手

佑 介 心  結 
み う

木 下井手

省 伍 旭 
あさひ

濱 岡井手

研 作 琥  大  朗 
こ た ろう

岡 田多賀

〈
出
産
〉

（７月２０日から８月１９日までの届出分・敬称略）


